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出火件数に占める割合
（疑いを含む）

震災から10年 身近な防災 「火の用心」

放火放火
主な火災原因 主な火災原因 

18.3％
も
く
も
く

ポイント1 寝たばこをしない。

ポイント4 くわえたばこをしない。

ポイント2 たばこを灰皿に置いたまま
離れない。

ポイント3 吸殻には水をかけ、完全に
消してから捨てる。

たばこたばこ
出火件数に占める割合 10.8％

火災をなくすためのポイント

件2727コンロコンロ

電気関係
の火災
電気関係
の火災

ポイント1 火を使っている時は離れない。

ポイント1 電気製品は取扱説明書をよく読み適切な場所で正しく使う。

ポイント2
洗面所やトイレなどの水回りや冷蔵庫の裏など、湿気やホコリのたま
りやすい場所のコンセント周りはこまめに掃除する。（使わない機器の
プラグは抜いておく。）

ポイント3 製造から長期間経過した電気製品は、異常を感じたら使用をやめて販
売店などに相談する。

ポイント2

ポイント4

魚焼きグリルは定期的に掃除する。ポイント3

安全装置付きコンロ(Ｓiセンサー
コンロ)を使用する。

こんろの周りには燃えやすい
ものを置かない。

※仙台市の火災統計における火災原因
の「電灯・電話等の配線」「電気機器」
「配線器具」「電気装置」の合計

ポイント1 ゴミは収集日の朝に出す。

ポイント2 家の周りに燃えやすいものを
置かない。

ポイント3 夜間は照明などで家の周りを
明るくする。

ポイント4 物置や車庫には施錠する。

ポイント5 洗濯物の取り込みを忘れない。

電気は暮らしに欠かせない身近なものですが、使用状況によっては
火災の原因になります。

ポイント6 車やバイク等のボディカバー
は防炎品にする。

ポイント7 郵便受けに新聞等をためない
ようにする。

ポイント8 ご近所どうしで協力する。

出火件数に占める割合 11.2％

火災をなくすためのポイント

火災をなくすためのポイント

火災をなくすためのポイント

件2828

件5252

件4646
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火災発生件数
令和２年中
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電気関係の火災も多いんです！電気関係の火災も多いんです！

火災に
ご注意です

東北復興キャラクター

仙台市消防局
SENDAI CITY FIRE BUREAU ×

251件251件

秋の火災予防運動秋の火災予防運動



仙台市消防局
☎234-1111

青葉消防署
☎234-1121

若林消防署
☎282-0119

太白消防署
☎244-1119

泉消防署
☎373-0119

宮城消防署
☎392-8119

宮城野消防署
☎284-9211

「住宅用火災警報器」取り付ける場所は決まっています

消火器はいざというときに不具合などで使えな
ければ意味がありません。右のイラストの箇所を
チェックしましょう。

住宅防火住宅防火 いのちを守る　　  のポイントいのちを守る　　  のポイント10
４
つ
の
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慣

６
つ
の
対
策

１

１

ストーブ・コンロは
安全装置の付いたものを

寝たばこはしない

警報器は「電池の消耗」「長期間の使用（10年が目安）」で正常に作動しなくなる場合が
あります。月に１回はご自身で点検しましょう。

住宅用消火器の管理・使用期限・廃棄

日頃の管理

消火器にも寿命（主なメーカーでは５年）があり、使用期間（期限）が本体のラベルに表示されています。
期限を過ぎたものは新しいものと交換してください。使 用 期 限

腐食するなど適切に管理されていない消火器による事故が発生しています。くれぐれも注意してください。消火器の事故
消火器は一般廃棄物としては廃棄できません。詳しくはインターネットで「消火器リサイクル窓
口」を検索するか、㈱消火器リサイクル推進センターへお問い合わせください。消火器の廃棄・リサイクル

㈱消火器リサイクル推進センター　☎03-5829-6773
（受付時間　9：00-12：00 13：00-17：00 土日祝日、休日を除く）消火器リサイクル窓口 検索

仙台防火委員会　（公社）仙台市防災安全協会 2021.11

外れていないこと、変形や
損傷がないこと

安全栓

圧力計の赤い指針が緑色の
範囲内にあること

指示圧力計

腐食がないこと

腐食や変形がないこと
レバー

へこみや変形がないこと
本体容器

本体の底部

基本的には「寝室」「階段」「台所」です。
※階段は２階以上に寝室がある場合
※３階建てや居室が５つ以上ある場合などはお近くの消防署にご相談ください。

設置場所は?

２ ３

家でも避難経路と避難
方法を確保し備える

４

住宅用火災警報器は
定期的に点検し、
10年を目安に交換する

早期覚知

５ ６
防火防災訓練に参加し
地域ぐるみで防火対策
を行う

地域の
助け合い早期避難

火の小さいうちに火災を
消すため消火器を置く

２
ストーブの周りに燃え
やすいものを置かない

３
ガスコンロなどのそばを
離れるときは火を消す

４
コンセント周りは清掃し、
不要なプラグは抜いておく

部屋の整理整頓
寝具・衣類・カーテンに防炎品を

延焼
拡大防止

初期消火

出火防止


